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指摘事項 

 

Ａ： 上位クラス施設に接続される下位クラス施設については，別紙２本文の第 5.2-6 図 

上位クラス施設と接続する下位クラス施設の抽出及び評価フローに示すとおり，最初に

設計上の考慮がなされているかを確認し確認結果を第 6.2-1 表に示している。次に，設

計上の考慮がされていない設備・部位については下位クラスとの接続部を第 6.2-2 表に

示している。 

第6.2-2表の記載対象となる設備が評価フロー上でどのように抽出されているかにつ

いて，第1図に示す。 

なお，上位クラス施設の配管を例にした場合，設計上の考慮がなされている「原子炉

格納容器貫通部」「空気作動弁駆動用空気供給配管接続部」「弁グランド部漏えい検出配

管接続部」を除き，現時点で判明している設備を第6.2-2表に記載している。 
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第
1
図
 
上
位
ク
ラ
ス
施
設
と
接
続
す
る
下
位
ク
ラ
ス
施
設
の
抽
出
及
び
評
価
フ
ロ
ー
と
記
載
対
象
の
と
な
る
下
位
ク
ラ
ス
施
設
の
整
理
 

（
注
２

）
上
位

ク
ラ
ス

の
機
器

が
上
位

ク
ラ
ス

の
配
管

を
介

し
て

下
位
ク
ラ

ス
施
設

に
接
続

し
て
い

る
場
合

な
ど
，

間
接

的
に
接
続

し
て
い

る
機
器

に
つ
い

て
は
配

管
側

で
評

価
す
る
。

（
注
）
フ
ロ
ー
中
の
①
，
②
，
⑤
～
⑧
の
数
字
は
第
2
.1
-1
図
中
の
①
，
②
，
⑤
～
⑧
に
対
応
す
る
。

①
上

位
ク

ラ
ス

施
設

上
位

ク
ラ

ス
施
設

に
直
接

接
続

(注
２

)

す
る

下
位

ク
ラ
ス

施
設
あ

り

上
位

ク
ラ

ス
施

設
と

下
位

ク
ラ

ス
施

設
が

常
時

隔
離
さ

れ
て
い

る
(注

３
)

当
該

下
位

ク
ラ

ス
施

設
は

基
準

地
震

動
に

対
し

て
構

造
健

全
性

を
維

持
で

き
る

⑦
対
策

検
討
・

実
施

⑧
評

価
終

了

Y
E
S

N
O

Y
E
S

N
O

Y
E
S

Y
E
S

第
6.
2-
2表

下
位
ク
ラ
ス
と
の

接
続
の
欄
「
×
」

第
6.
2-
2表

評
価
対
象
の
欄
「
×
」

第
6.
2-
2表

評
価
対
象
の
欄
「
〇
」

詳
細
設
計
段
階
に
て

評
価
結
果
の
詳
細
を
記
載

･
･
･
･･
ｅ

･
･
･
･･
ｆ

･
･
･
･･
ｃ

･
･
･
･･
ｂ

②
・
⑤ ⑥

（
注
１

）
下
記

設
備
は

設
計
上

の
考
慮

が
な
さ

れ
て
い

る
こ
と

を
確
認
す

る
。

・
電

気
設
備

・
計

測
制
御
設

備
・
原

子
炉
格
納

容
器
貫

通
部

・
空

気
作
動
弁

駆
動
用

空
気
供

給
配
管

接
続
部

・
弁

グ
ラ
ン
ド

部
漏
え

い
検
出

配
管
接

続
部

上
位

ク
ラ

ス
施
設

と
下
位

ク
ラ
ス

施
設
の

接
続
部

に
設

計
上

の
考

慮
(注

１
) が

な
さ

れ
て

い
る

N
O

Y
E
S

第
6.
2
-1
表

設
計
上
の
考
慮
の
欄
「
×
」

･
･
･
･･
ａ

第
6
.2
-1
表

設
計
上
の
考
慮
の
欄
「
〇
」

第
6
.2
-2
表

下
位
ク
ラ
ス
と
の

接
続
の
欄
「
〇
」

下
位

ク
ラ

ス
施

設
の

損
傷

と
隔

離
に

伴
う

プ
ロ

セ
ス

変
化
に

よ
り
，

上
位
ク

ラ
ス
施

設
の
過

渡
条

件
が

設
計

の
想

定
範

囲
を

超
え

る
(注

４
)
(注

５
)

（
注
３

）
弁
又

は
ダ
ン

パ
が
常

時
閉
に

よ
り
隔

離
さ
れ

て
い

る
も

の
は
評
価

対
象
外

と
す
る

。

（
注

４
）
損

傷
形
態

の
う
ち

閉
塞
を

想
定
し

た
影
響

検
討
は

「
参

考
資
料

2」
に
示
す
。

（
注

５
）
プ

ロ
セ
ス

変
化
の

影
響
に

加
え
，

下
位
ク

ラ
ス
施

設
の

損
傷
に

よ
る
内

部
流
体

の
放
出

に
伴
う

機
械
的

荷
重

の
影
響

に
つ
い

て
詳
細

設
計
段

階
で
検

討
を
行

う
。

･
･
･
･･
ｄ

N
O

N
O

評
価
フ
ロ
ー
ａ
に
お
い
て
，
接
続
部
の
影
響
検
討
を
要
す
る
上
位
ク
ラ
ス
施
設
を
抽
出
す
る

た

め
，

上
位

ク
ラ

ス
施

設
と

下
位

ク
ラ

ス
施

設
と

の
接

続
部

に
お

け
る

設
計

上
の

考
慮

を
確

認
す

る
。
ま
た
，
上
位
ク
ラ
ス
施
設
と
下
位
ク
ラ
ス
施
設
の
接
続
を
設
計
上
考
慮
し
て
い
る
設
備
は
以

下
で
あ
る
。
 

・
電
気
設
備

・
計
測
制
御
設
備

・
原
子
炉
格
納
容
器
貫
通
部

・
空
気
駆
動
弁
駆
動
用
空
気
供
給
配
管
接
続
部

・
弁
グ
ラ
ン
ド
部
漏
え
い
検
出
配
管
接
続
部

評
価
フ
ロ
ー
ｂ
に
お
い
て
，
接
続
部
に
設
計
上
の
考
慮
が
な
さ
れ
て
い
な
い
設
備
が
下
位
ク

ラ

ス
施
設
と
直
接
接
続
さ
れ
て
い
る
か
を
確
認
し
，
そ
の
結
果
を
第
6
.
2
-
2
表
に
記
載
し
て
い
る
。

ま
た
，
第
6
.
2
-
2表

は
，
上
位
ク
ラ
ス
施
設
に
直
接
接
続
す
る
下
位
ク
ラ
ス
設
備
を
網
羅
的
に
抽

出
し
た
結
果
を
示
し
た
表
と
な
っ
て
い
る
。
 

【
第
6
.
2
-
2
表
の
記
載
（
配
管
の
例
）
】
 

（
別
紙
２
 
第
5.
2
-
6
図
引
用
）
 

第
6
.
2
-
2
表
で
は
，
設
計
上
の
考
慮
が
な
さ
れ
て
い
な
い
下
位
ク
ラ
ス
施
設
と
の

接
続
部
を
網
羅
的
に
記
載
し
，
影
響
評
価
対
象
の
選
定
を
実
施
し
て
い
る
。
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